
事業番号

①

②

③

①

②

①

②

③

事業費（令和５年度）　上段：実績　下段：当初予算
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障害者スポーツ事業参加者数（パラスポーツボッチャ体験、ユニバーサルスポーツ体験等） 人 1,262 952

R5(2023)

部活動指導補助員による部活動の指導・運営 人 72 76

部活動指導員による部活動の指導・運営 人 63 68

R9(2027)

中学校部活動支援 教育指導課
子どもたちの部活動を充実させ、運動の
機会を確保する。

82,252千円

(96,300千円)

主な取組実績 単位

R5(2023)

　体育授業や体育的活動の補助等を行う人材を全小学校へ配置するとともに、児童が遊びや運動そ
のものの楽しさや面白さを感じるイベントを行いました。健康教室の開催については感染症対策の
視点で中止し、文京区教育だより「きあら」にコラムを掲載し、健康についての情報発信を行いま
した。

R7(2025) R8(2026)R6(2024)

体力向上イベント参加者数 人 59 52

小学校への体力アップトレーナーの派遣 校 20 20
主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025)

健康・体力増進事業 教育センター
子どもたちの運動に親しむ意欲を高め、
基本的な生活習慣の習得と健康・体力の
向上を図る。

25,814千円

(27,089千円)

R8(2026) R9(2027)

　小学校における体力アップトレーナーや中学校におけるテクニカルトレーナーの配置・部活動指
導員による指導支援により、計画的に体力・運動能力の向上に取り組むとともに、土日などを活用
した学校以外での運動機会を提供します。

〇幼児の運動機会の確保
　幼稚園や保育園の活動において「幼児教育・保育カリキュラム」を活用し、遊びの中で体を動か
すことを定着させ、「生きる力の基礎」の育成に取り組みます。

〇基本的な生活習慣の定着・改善

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)
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健康教室の参加者数 人 中止 中止

令和６年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策 １　子どもたちに輝く未来をつなぐ

主要課題 No. 5 子どもの健康・体力の向上

スポーツ振興事業 スポーツ振興課
子どもたちのスポーツに親しむ意欲を高
め、健康・体力の向上を図る。

41,152千円

(48,685千円)

　運動や健康に関する保護者や地域への意識啓発や、学校における食育等を通して、子どもたちの
健康的な生活習慣の定着・改善に取り組みます。

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後の
目指す姿

　子どもたちが、運動やスポーツに取り組むことができる環境の整備が進み、運動・ス
ポーツに親しみ、また、基本的な生活習慣が定着・改善することで、健康への意識や体力
が向上している。

計画期間
の方向性

〇児童・生徒の運動機会の充実

主な取組実績 単位 R4(2022) R6(2024) R7(2025)

R4(2022) R5(2023)

R5(2023) 部活動指導員、部活動指導補助員を各中学校へ配置することで、部活動の充実を図りました。

R8(2026) R9(2027)

学校でのハンドボール出前授業、ブラインドサッカー体験授業(スポ育)実施校 校 21

R5(2023)
　小・中学校での出前授業を行うとともに、大規模スポーツイベント「Bunkyo Sports Park」の開
催などにより、子どもたちがスポーツを楽しみ、親しむことのできる機会を提供しました。

大規模スポーツイベント「Bunkyo Sports Park」参加者数（延べ） 人 － 8,394

25

26



①

②

③

〇児童・生徒の運動機会の充実

15

　小学校では、全校に体力アップトレーナーを派遣し、体育授業の補助等に取り組みました。また、中学校で
は、令和５年度から運動領域において優れた技能や指導力を有するテクニカルトレーナーを派遣し、器械運動を
中心に教員の指導力向上と生徒の意欲向上に取り組みました。引き続き、体育科の授業を通して児童・生徒が運
動に親しむことができるよう、人材を派遣することが課題です。
　部活動指導員については、高い専門性を備えた指導員の指導により、生徒の意欲や競技力が向上しました。専
門性のある人材が増えており、生徒の競技力の向上を図ることができていますが、指導員が必要な部活動すべて
で確保できているわけではないため、引き続き指導員の確保に向けた広報等に努めていきます。また、部活動の
地域連携・地域移行について検討委員会で今後の方向性等を検討しています。
　現在、東京2020大会後の交流イベントである「ハンドボール出前講座」やパラスポーツへの理解促進と普及啓
発を推進することを目的とした「ブラインド体験『スポ育』」を区内小・中学校で実施し、子どもたちがスポー
ツへの関心を高め、運動を行う機会を提供しています。事業を継続的に実施し、さらにスポーツへの興味・関心
を高めていく必要があります。

有 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

　新型コロナウイルス感染症対策において、２類対応を講じていた際は、学校における子どもたちの運動の仕方
等が制限されていましたが、５類に移行され、基本的な感染対策は継続しながらも、体を動かして遊ぶ活動が特
段の制限なく行えるようになりました。
　令和４年12月に文部科学省が「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライ
ン」を策定しました。
　令和５年５月に厚生労働省が「健康日本21」の改定を行いました。
　また、パリ2024オリンピック・パラリンピック競技大会の開催により、今後スポーツへの機運がさらに高まる
ことが期待されます。

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

交流自治体の旅給食の実施 回 1 1

R5(2023)

●特記事項（実績の補足）

文京区版幼児教育・保育カリ
キュラムの実践

幼児保育課
区立保育園と区立幼稚園の子どもたち
の、運動の機会を確保する。

267千円

(267千円)

R5(2023)
幼児教育・保育カリキュラムにある年齢別のねらいを基に、各園で工夫して遊びの中に年齢に応じ
た運動を取り入れ、体を動かして遊ぶ楽しさや運動機能の向上に資する活動に取り組みました。

和食の日推進事業 学務課
食育により、子どもたちの基本的な生活
習慣を定着させる。

17,417千円

(18,441千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

全区立小中学校の学校給食における「和食の日」の実施 回 12 12

日本茶教室の実施 校 中止 1

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出な

い要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

主な取組実績

和食の保護・継承のため、食材の補助を行い、毎月全校で「和食の日」給食を実施しました。

27



〇幼児の運動機会の確保

〇基本的な生活習慣の定着・改善

カッコは都の平均値。

【ＳＤＧｓの視点】

　体力向上と生活習慣に関する意識啓発のため、体力向上のための動画を作成し、ＨＰに掲載しました。
　また、文京区教育だより「きあら」に順天堂大学准教授等によるコラムを年２回掲載し、健康についての情報
発信を広く行いました。引き続き、子どもの健康的な生活習慣について、より広く啓発していく必要がありま
す。
　誰もが様々なスポーツを体験することのできる「Bunkyo Sports Park」の開催や区内まつり会場でのボッチャ
体験ブースの設置等により、多くの区民がスポーツに触れる機会を提供し、スポーツへの意欲を継続的に高めて
います。事業を継続することにより、さらにスポーツへの興味・関心を高めていく必要があります。

●体力合計点の実績値の推移 ●朝食摂取の有無（Ｒ５）

　これまで新型コロナウイルス感染症による制約がある中でも、各園において工夫をしながら運動機会の確保に
取り組んできました。今後は、基本的な感染対策を講じながら積極的に運動遊びを保育の中に取り入れ、幼児期
の運動機能の発達を促していく必要があります。
　また、日本女子大学と連携し、園環境のアセスメントとそれに基づく効果的な活用の仕方についての助言を行
うとともに、体力向上イベントを実施し、運動機会の提供に取り組みました。併せて区立幼稚園全園に日本コ
オーディネーショントレーニング協会公認講師を年２回派遣しました。引き続き、幼児期において、日常生活の
遊びを通して体を動かす楽しさを味わう機会を提供する必要があります。
　大規模スポーツイベントである「Bunkyo Sports Park」では、子どもたちがパラスポーツを含む様々なスポー
ツを体験する機会を提供しています。

　和食文化は健康的な食事として世界的にも注目されています。次世代を担う子どもたちが和食の良さを理解
し、和食の保護・継承と情報発信ができるよう、区立小中学校の給食で毎月「和食の日」に取り組んでいます。

　文京区内の大学との連携や協力を得ながら、子どもたちが、運動やスポーツに取り組むことができる環境の
整備を進め、運動・スポーツに親しみ、また、基本的な生活習慣が定着・改善することで、健康への意識や体
力が向上できるよう継続的に取り組んでいます。
　幼児期に必要な遊びを通じた「生きる力の基礎」を育て、就学前から小学校への接続を円滑にしていくことに
努めています。
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15 文京区版幼児教育・保育カリキュラムの実践 幼児保育課 継続

27 和食の日推進事業 学務課 継続

24 健康・体力増進事業 教育センター 継続

25 中学校部活動支援 教育指導課 継続

　幼児期の運動機会を確保するため、引き続き「幼児教育・保育カリキュラム」を活用し、遊びの中で体を動か
すことを定着させることで、「生きる力の基礎」の育成に取り組みます。
　区立小・中学校においては、体育科の授業を通して児童・生徒が運動に親しむことができるよう、人材を派遣
するとともに、子どもの健康・体力の向上の取り組みについて、より広く啓発していきます。また、給食で毎月
「和食の日」の実施を継続し、和食の保護・継承と情報発信ができる子どもの育成に取り組みます。
　部活動の地域連携・地域移行の円滑な実施に向けて、学識経験者、保護者や学校関係者を入れて、検討委員会
で検討してまいります。また、部活動運営業務委託を行い、中学校の部活動の在り方を検討してまいります。
　さらに、区立小・中学校での出前講座を継続的に実施し、子どもたちがスポーツへの関心を高め運動する機会
を提供すると共に、誰でも楽しみながら様々なスポーツ体験ができるよう「Bunkyo Sports Park」をレベルアッ
プ開催し、区民のスポーツへの意欲を高めていきます。

５　次年度、事業をどうするか（事業の見直し）
４を踏まえ、主要課題に紐づけられている個々の計画事業の次年度の検討の方向性を、「継

続」「レベルアップ」「縮小」「統合・分割」「計画変更」「事業終了」で記します。

事業番号 計画事業名 所管課 次年度の方向性

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、次年度以降の戦略とし

ての進め方を記しています。

26 スポーツ振興事業 スポーツ振興課 継続


